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大画面スマートフォンの片手操作を可能にする押下圧およびタッチ面積を
用いたカーソル

八箇 恭平 ∗　　志築 文太郎 †　　高橋 伸 †

概要. 片手にて，把持姿勢を変えることなく画面全体を操作可能とする手法を示す．大画面スマートフォ
ンを把持した手の親指のみを用いた操作は，親指の届かない画面領域が多いため困難である．提案手法は，
カーソルを用いた間接操作手法である．タッチ面積の大きなタッチ（ラージタッチ）を行った際にタッチ領
域の中心にカーソルを出現させ，ラージタッチ中に親指を動かすことによってカーソルの移動を行う．タッ
チ面積を用いることによって，提案手法はカーソル操作と直接操作を共存させている．またユーザは押下圧
を高める動作によりカーソルの位置にタッチダウンイベント，低める動作によりカーソルの位置にタッチ
アップイベントを発生させられる．押下圧を用いてタッチイベントを発生させることによって，ドラッグや
ダブルタップなどのタッチジェスチャをカーソル操作中に行うことができる．

1 はじめに

スマートフォンを把持した手の親指のみを用いた
操作（以降，片手操作）は親指の届く範囲が限られ
ているため困難である [1]．特に，大きなタッチディ
スプレイを備えたスマートフォン（以降，大画面ス
マートフォン）においては，親指の届かない画面領
域が多くなる分，ユーザは親指の届かない領域を操
作するために把持姿勢を頻繁に変更する必要がある．
この変更は煩雑であり，かつ把持を不安定なものと
する．しかし傘や荷物などによって片手が塞がって
いる状況では，大画面スマートフォンを片手操作で
きれば便利である．
我々は，大画面スマートフォンの画面全体の片手

操作を可能にする操作手法を示す．提案手法は，カー
ソルを用いた間接操作手法である．カーソルを用い
ることによって，ユーザは親指の届かない画面領域
も含めて大画面スマートフォンの画面全体を把持姿
勢を変えることなく片手操作することが可能である．
提案手法はタッチ面積および押下圧を用いる．ユー

ザがタッチ面積の大きなタッチ（以降，ラージタッ
チ）を行うとタッチ領域の中心にカーソルが現れる．
ラージタッチ中に親指を動かすと，カーソルは，指
の移動に対して高Control-Display（CD）比にて移
動する（図 1a）．なお，直接操作には，タッチ面積
の小さなタッチ（以降，スモールタッチ）を用いる
（図 1b）．また，提案手法はラージタッチ中に押下
圧を高める動作を，カーソル位置へタッチダウンイ
ベントを発生させるための動作（以降，TD動作）
として，押下圧を低める動作を，タッチアップイベ
ントを発生させるための動作（以降，TU動作）と
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図 1. カーソル操作と直接操作の切り替え．a：ラージ
タッチによるカーソル操作，b：スモールタッチに
よる直接操作．

して用いる．これにより，ユーザはドラッグやダブ
ルタップなどのタッチジェスチャをカーソルの操作
中に行うことが可能である．

2 関連研究

これまでに，大画面スマートフォン向けのカーソ
ルを用いた片手操作手法として [3, 4, 5]が提案さ
れている．[3, 5]の手法はカーソル移動後のタッチ
アップによりカーソル位置へタップイベントを発生
させているため，ユーザはタップ以外のタッチジェ
スチャを行うことができない．一方，本手法はTD
動作及びTU動作を分けることによってカーソル操
作中にタッチジェスチャを行うことを可能としてい
る．また，ExtendedThumb [4]にて，カーソル操
作のトリガとして用いているダブルタップは，アプ
リケーションによく用いられている（例：ブラウザ
アプリの拡大，縮小，YouTubeアプリの早送り機
能など）．そのため，カーソル操作のトリガとアプ
リケーションの機能を共存させることができない．
一方，本手法はタッチ面積をカーソル操作と直接操
作の切り替えに用いているため，ユーザは直接操作
によって行える全てのシングルタッチジェスチャを
カーソルの操作と区別して行うことが可能である．
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3 設計

トリガとカーソルの操作

本手法は，ラージタッチをカーソル操作のトリガ
として用いる．ラージタッチをカーソル操作のトリ
ガ，スモールタッチを直接操作のトリガに割り当て
ることにより，両者を共存させる．ユーザはラージ
タッチを片手操作中にも容易に行えることが知られ
ている [2]．
提案手法ではラージタッチが行われると，タッチ

領域の中心にカーソルを出現させる．また，ラージ
タッチ中にタッチ領域が移動するとカーソルを移動
する．図 1aに示すように，移動方向は指の移動と
平行，移動量は「指の移動量× CD比」である．
我々はラージタッチとスモールタッチを区別する

閾値として，ユーザ毎にキャリブレーションとして
行われるラージタッチとスモールタッチの平均タッ
チ面積を用いた．

カーソル位置に対する操作

本手法は，押下圧を高める動作をTD動作，低め
る動作を TU動作として用いる．TD動作，TU動
作を分けることによって，押下圧を高くし続けるこ
とによるドラッグや，短時間で押下圧の高低を切り
替えることによるダブルタップのようなタッチジェ
スチャをカーソル操作中に行うことを可能とする．
我々は押下圧の高低を区別するための閾値として，

ユーザ毎にキャリブレーションとして行われる押下
圧の高いラージタッチと低いラージタッチの平均押
下圧を用いた．

4 実装

提案手法は，iPhone 8 Plus において動作する
iOSアプリケーションとして実装されている．本ア
プリケーションは，タッチ面積を UITouchクラス
の sizeプロパティから，押下圧をUITouchクラス
の forceプロパティから取得している．

5 使用例

親指が届かない領域の操作

提案手法により，ユーザは親指の届かない画面領
域を片手操作できる．特にタッチジェスチャも行うこ
とができるため，画面上端に配置されているステー
タスバーを下方向へのスワイプ によって表示した
上で，通知の履歴確認や各種モードの切り替えが行
える（図 2a）．

キーボード表示中の画面操作

提案手法はラージタッチをカーソル操作のトリガ，
スモールタッチを直接操作のトリガに割り当てるこ
とにより両者を共存させているため，ユーザは画面
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図 2. 使用例．a：ステータスバーの降下，b：キーボー
ド表示中の画面上部の操作．

状態に依らずカーソル操作を行える．例えば図 2b
のようにキーボードが表示されている状態において
も画面下部を用いたカーソル操作により画面上部の
メニュー選択が可能である．

6 まとめと今後の課題

カーソルを用いた，把持姿勢を変更することなく
画面全体の操作が可能な，大画面スマートフォン向
けの片手操作手法を示した．提案手法は，カーソル
操作と直接操作の切り替えにタッチ面積を用いてお
り，カーソル操作にはタッチ面積の大きいタッチ，直
接操作には小さいタッチを用いる．また，タッチイ
ベントを発生させるトリガとして，押下圧の変化を
用いることにより，ドラッグやダブルタップなどの
タッチジェスチャをカーソル操作中に行うことを可
能にした．今後は，既存の片手操作手法との比較実
験を通じて，提案手法の操作性や使用感を検証する
計画である．
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